
(57)【要約】

【課題】内視鏡において、管本体に編組が被せられた細

径可撓管の許容湾曲度を向上させる。

【解決手段】内視鏡可撓管１におけるフッ素樹脂製の管

本体１０は、可撓管１の許容湾曲度においては断面形状

を単独では維持困難な程度に細径かつ薄肉である。この

管本体１０に、複数本の帯条体２１で全体として管状に

編まれた編組２０が被せられている。編組２０の編み目

には、充填接着剤３０が充填され、この充填接着剤３０

によって管本体１０と編組２０とが接着されている。充

填接着剤３０は、湾曲に伴う編組２０の変形を許容する

弾性と、この弾性変形時においても管本体１０と編組２

０の接着状態を維持可能な接着強度とを有している。こ

れにより、編組２０が、管本体１０の断面変形を拘束す

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 ま た は カ テ ー テ ル に 用 い ら れ る 可 撓 管 で あ っ て 、 当 該 可 撓 管 の 許 容 湾 曲 度 に お い て
は 断 面 形 状 を 単 独 で は 維 持 困 難 な 程 度 に 細 径 か つ 薄 肉 の 管 本 体 と 、 複 数 本 の 条 体 で 全 体 と
し て 管 状 に 編 ま れ 、 上 記 管 本 体 を 被 う 編 組 と 、 こ の 編 組 の 編 み 目 に 充 填 さ れ て 管 本 体 と 編
組 と を 接 着 す る 充 填 接 着 剤 と を 有 し 、 こ の 充 填 接 着 剤 が 、 管 本 体 の 湾 曲 に 伴 う 編 組 の 変 形
を 許 容 す る 弾 性 と 、 こ の 弾 性 変 形 時 に お い て も 管 本 体 と 編 組 の 接 着 状 態 を 維 持 可 能 な 接 着
強 度 と を 有 し 、 こ れ に よ り 、 上 記 編 組 が 管 本 体 の 断 面 変 形 を 拘 束 す る こ と を 特 徴 と す る 内
視 鏡 等 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 管 本 体 が 、 フ ッ 素 樹 脂 か ら な り 、 上 記 編 組 を 構 成 す る 条 体 が 、 金 属 か ら な り 、 上 記 充
填 接 着 剤 が 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 又 は ウ レ タ ン 系 樹 脂 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 内 視 鏡 等 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 充 填 接 着 剤 が 、 引 張 強 さ ４ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ 、 伸 び 率 ２ ～ １ ０ ０ ％ 、 引
張 弾 性 率 １ ０ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は
２ に 記 載 の 内 視 鏡 等 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 可 撓 管 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 細 線 状 の 金 属 母 材 の 外 周
に 上 記 管 本 体 と な る べ き 樹 脂 を 焼 き 付 け 、 こ の 樹 脂 製 管 本 体 に 上 記 編 組 を 被 せ た 後 、 上 記
充 填 接 着 剤 を 編 組 の 編 み 目 に 充 填 す る よ う に 塗 布 し て 管 本 体 と 編 組 と を 接 着 し 、 そ の 後 、
上 記 母 材 を 引 っ 張 っ て 縮 径 さ せ て 管 本 体 か ら 抜 き 取 る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 等 の 可 撓 管
の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 や カ テ ー テ ル の 挿 入 部 の 外 装 や 、 そ の 内 部 に 収 容 さ れ た ワ ー キ ン グ チ
ャ ン ネ ル （ な い し は ル ー メ ン ） 形 成 用 チ ュ ー ブ 等 と し て 用 い ら れ る 可 撓 管 の 製 造 方 法 お よ
び 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 や カ テ ー テ ル に お け る 此 の 種 の 可 撓 管 は 、 例 え ば ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 等 の
樹 脂 チ ュ ー ブ か ら な る 管 本 体 の 外 周 に 編 組 が 被 せ ら れ て い る 。 編 組 は 、 複 数 本 の 条 体 に よ
り 全 体 と し て 管 状 に な る よ う に 編 ま れ て い る 。 条 体 は 、 例 え ば 樹 脂 製 の 帯 （ 特 許 文 献 １ 参
照 ） や 、 複 数 本 の 金 属 細 線 を く っ つ け る よ う に し て 平 行 に 並 べ 、 全 体 と し て 帯 状 に し た も
の （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） が 知 ら れ て い る 。 可 撓 管 に 引 張 り 力 が 作 用 す る と 、 編 組 が 伸 び て 縮
径 す る こ と に よ り 管 本 体 を 強 く 締 め 付 け 、 引 張 り 力 に 抵 抗 す る 。 ま た 、 編 組 は 、 ね じ り に
対 し て も 大 き な 抗 力 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ３ １ ９ ６ ８ ６ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 第 ４ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ５ － ９ ５ ８ ９ ３ 号 公 報 （ 第 １ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
近 年 、 人 体 の 膵 管 の よ う な 細 径 空 間 に も 挿 入 可 能 な 内 視 鏡 等 が 要 望 さ れ て い る 。 こ れ を 実
現 す る に は 、 挿 入 部 の 外 装 用 可 撓 管 に つ い て は 、 例 え ば ２ ｍ ｍ φ 程 度 、 更 に そ の 内 部 の ワ
ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル 用 可 撓 管 に つ い て は 、 例 え ば ０ ． ５ ｍ ｍ φ 程 度 に ま で 細 径 化 し 、 し か
も 管 厚 を 数 十 μ ｍ 程 度 に ま で 薄 肉 に し な け れ ば な ら な い 。 一 方 、 管 本 体 と な る 樹 脂 チ ュ ー
ブ は 、 上 記 の レ ベ ル ま で 細 径 か つ 薄 肉 に す る と 、 湾 曲 さ せ た 時 に 断 面 形 状 が 円 形 か ら 扁 平
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に 潰 れ て い き 、 つ い に は 亀 裂 が 生 じ て 折 れ て し ま う お そ れ が あ る 。 そ の た め 、 湾 曲 度 を あ
ま り 大 き く す る （ 曲 率 を あ ま り 小 さ く す る ） こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 ま た は カ テ ー テ ル に 用 い ら れ る 可 撓 管 で
あ っ て 、 当 該 可 撓 管 の 許 容 湾 曲 度 に お い て は 断 面 形 状 を 単 独 で は 維 持 困 難 な 程 度 に 細 径 か
つ 薄 肉 の 管 本 体 と 、 複 数 本 の 条 体 で 全 体 と し て 管 状 に 編 ま れ 、 上 記 管 本 体 を 被 う 編 組 と 、
こ の 編 組 の 編 み 目 に 充 填 さ れ て 管 本 体 と 編 組 と を 接 着 す る 充 填 接 着 剤 と を 有 し 、 こ の 充 填
接 着 剤 が 、 管 本 体 の 湾 曲 に 伴 う 編 組 の 変 形 （ 上 記 条 体 ど う し の 間 隔 や 角 度 の 変 化 等 ） を 許
容 す る 弾 性 と 、 こ の 弾 性 変 形 時 に お い て も 管 本 体 と 編 組 の 接 着 状 態 を 維 持 可 能 な 接 着 強 度
と を 有 し 、 こ れ に よ り 、 上 記 編 組 が 管 本 体 の 断 面 変 形 を 拘 束 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ れ
に よ っ て 、 管 本 体 を 、 単 独 な ら ば 扁 平 に 潰 れ て 折 れ て し ま う ほ ど の 湾 曲 度 ま で 曲 げ て も 、
元 の 断 面 形 状 に 略 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 可 撓 管 の 許 容 湾 曲 度 を 大 き く す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 管 本 体 が 、 フ ッ 素 樹 脂 、 好 ま し く は ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） か ら な
り 、 上 記 編 組 を 構 成 す る 条 体 が 、 金 属 、 好 ま し く は ス テ ン レ ス か ら な り 、 上 記 充 填 接 着 剤
が 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 又 は ウ レ タ ン 系 樹 脂 か ら な る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 上 記 充 填 接 着 剤
の 引 張 強 さ は 、 ４ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ 、 伸 び 率 は 、 ２ ～ １ ０ ０ ％ 、 引 張 弾 性 率
は 、 １ ０ ０ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ っ て 、 所 望
の 弾 性 、 接 着 強 度 、 耐 座 屈 性 を 有 す る 極 め て 薄 肉 細 径 の 可 撓 管 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 の 可 撓 管 は 、 細 線 状 の 金 属 母 材 の 外 周 に 上 記 管 本 体 と な る べ き 樹 脂 を 焼 き 付 け 、 こ の
樹 脂 製 管 本 体 の 外 周 面 に 接 着 性 付 与 処 理 を 施 し た う え で 、 樹 脂 製 管 本 体 に 編 組 を 被 せ 、 次
に 、 上 記 充 填 接 着 剤 を 編 組 の 編 み 目 に 十 分 に 充 填 す る よ う に 塗 布 し て 管 本 体 と 編 組 と を 接
着 し 、 そ の 後 、 上 記 母 材 を 引 っ 張 っ て 縮 径 さ せ て 管 本 体 か ら 抜 き 取 る こ と に よ り 製 造 す る
の が 望 ま し い 。 こ れ に よ っ て 、 可 撓 管 を 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ お よ び 図 ２ は 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ン ネ ル 形 成 用 の 可 撓 管 １ を 示 し た も の で あ る
。 な お 、 図 示 は 省 略 す る が 、 こ の 内 視 鏡 の 挿 入 部 は 、 約 ２ ｍ ｍ φ の 細 さ で あ り 、 人 体 の 膵
管 に 挿 入 可 能 に な っ て い る 。 可 撓 管 １ は 、 こ の 内 視 鏡 の 本 体 部 の 鉗 子 口 か ら 挿 入 部 お よ び
湾 曲 部 を 経 て 、 先 端 構 成 部 の 先 端 面 に 至 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
可 撓 管 １ は 、 管 本 体 １ ０ と 、 そ の 外 周 に 設 け ら れ た 編 組 ２ ０ と を 備 え て い る 。 管 本 体 １ ０
は 、 例 え ば ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ フ ッ 素 樹 脂 ） に よ っ て 形 成 さ れ 、 内 径 ０ ． ５ ｍ
ｍ φ 、 厚 さ １ ０ μ ｍ の 細 径 か つ 薄 肉 の 円 断 面 形 状 を な し て 、 長 く 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
編 組 ２ ０ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス （ 金 属 ） か ら な る 複 数 本 の 帯 条 体 ２ １ で 構 成 さ れ 、 こ れ ら
帯 条 体 ２ １ が 、 全 体 と し て 管 状 に な る よ う に 編 ま れ 、 管 本 体 １ ０ の 外 周 に 被 せ ら れ て い る
。 帯 条 体 ２ １ の 幅 は 、 ５ ０ μ ｍ 、 厚 さ は 、 １ ４ μ ｍ で あ る 。 し た が っ て 、 可 撓 管 １ の 直 径
は 、 約 ０ ． ５ ｍ ｍ φ 、 厚 さ は 、 約 ４ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
編 組 ２ ０ の 編 み 目 に は 、 充 填 接 着 剤 ３ ０ が 充 填 さ れ て い る 。 こ の 充 填 接 着 剤 ３ ０ に よ っ て
管 本 体 １ ０ と 編 組 ２ ０ と が 接 着 さ れ て い る 。 充 填 接 着 剤 ３ ０ は 、 例 え ば 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル
Ａ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と す る 主 剤 と 、 ポ リ チ オ ー ル を 主 成 分 と す る 硬 化 剤 と を 略 等 量
ず つ 混 合 し て な る 二 液 混 合 型 エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 で あ る 。 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 型 エ ポ キ シ
樹 脂 の 粘 度 は 、 約 ５ ０ ０ ０ ０ ｃ ｐ ／ ２ ５ ℃ 、 比 重 は 、 約 １ ． １ ７ で あ る 。 ポ リ チ オ ー ル の
粘 度 は 、 約 ５ ０ ０ ０ ０ ｃ ｐ ／ ２ ５ ℃ 、 比 重 は 、 約 １ ． １ ５ で あ る 。
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発 明 者 は 、 種 々 の 接 着 剤 で 試 し た と こ ろ 、 上 記 成 分 の 、 し か も 下 記 の 物 理 的 強 度 （ Ｊ Ｉ Ｓ
　 Ｋ ６ ９ １ １ ） を 有 す る も の が 最 も 効 果 的 で あ っ た 。
引 張 強 さ 　 　 … ５ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２

伸 び 率 　 　 　 … ３ ％
引 張 弾 性 率 　 … ２ ２ ０ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２

圧 縮 強 さ 　 　 … ８ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２

【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 の よ う な 成 分 お よ び 物 理 的 強 度 を 有 す る 充 填 接 着 剤 ３ ０ は 、 硬 化 後 も 弾 性 に 富 み 、 可
撓 管 １ の 湾 曲 時 に お け る 編 組 ２ ０ の 変 形 を 十 分 に 許 容 可 能 で あ る 。 し か も 、 大 き な 接 着 強
度 を 有 し 、 上 記 編 組 ２ ０ の 変 形 に 伴 っ て 自 身 が 弾 性 変 形 し て も 、 管 本 体 １ ０ と 編 組 ２ ０ の
接 着 状 態 を 十 分 に 維 持 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 管 本 体 １ ０ の 外 表 面 は 、 充 填 接 着 剤 ３ ０ が 付 着 し や す い よ う に テ ト ラ エ ッ チ （ 登 録
商 標 ） 等 の 接 着 性 付 与 処 理 剤 に よ っ て 接 着 性 付 与 処 理 が 施 さ れ て い る 。 さ ら に 、 管 本 体 １
０ と 編 組 ２ ０ の 表 面 に は 、 充 填 接 着 剤 ３ ０ の 付 着 を 助 け る プ ラ イ マ ー （ 図 示 せ ず ） が 被 膜
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 構 成 の 可 撓 管 １ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 ０ ． ５ ｍ ｍ φ の 銅 線 （ 金 属 母 材 ） を 用 意 す る 。 こ の 銅 線 の 外 周 に 管 本 体 １ ０ と な る
べ き ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 樹 脂 を 焼 き 付 け る 。 出 来 上 が っ た 管 本 体 １ ０ の 外 表 面 に
は 、 テ ト ラ エ ッ チ 等 の 接 着 性 付 与 処 理 剤 を 塗 布 し 、 接 着 活 性 化 し て お く 。 別 途 、 ス テ ン レ
ス 製 帯 条 体 ２ １ で 編 組 ２ ０ を 作 る 。 こ の 編 組 ２ ０ を 、 上 記 焼 付 け 樹 脂 か ら な る 管 本 体 １ ０
に 被 せ る 。 次 に 、 こ れ ら 管 本 体 １ ０ お よ び 編 組 ２ ０ に プ ラ イ マ ー を 塗 布 す る 。 プ ラ イ マ ー
が 乾 い た 後 、 接 着 剤 ３ ０ を 塗 り 付 け る 。 充 填 接 着 剤 ３ ０ の 乾 燥 後 、 上 記 銅 線 の 両 端 を 引 っ
張 る 。 こ れ に よ っ て 、 銅 線 が 延 び て 縮 径 し 、 管 本 体 １ ０ の 内 周 面 か ら 剥 が れ る 。 こ の 銅 線
を 管 本 体 １ ０ か ら 抜 き 取 る 。 こ う し て 、 可 撓 管 １ が 出 来 上 が る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
可 撓 管 １ に お い て は 、 湾 曲 操 作 に 際 し て 、 充 填 接 着 剤 ３ ０ の 弾 性 に よ っ て 、 編 組 ２ ０ の 変
形 が 許 容 さ れ る 。 す な わ ち 帯 条 体 ２ １ ど う し の 間 隔 や 角 度 な ど が 変 化 す る こ と が で き る 。
こ れ に よ っ て 、 可 撓 管 １ を 自 在 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。 一 方 、 充 填 接 着 剤 ３ ０ は 、 上
記 湾 曲 操 作 に よ り 弾 性 変 形 を 起 こ し た 時 で も 、 管 本 体 １ ０ と 編 組 ２ ０ と を 接 着 し 続 け 、 剥
が れ る こ と が な い 。 こ れ に よ っ て 、 編 組 ２ ０ が 、 管 本 体 １ ０ の 湾 曲 部 位 の 断 面 変 形 を 拘 束
す る こ と に な る 。 よ っ て 、 管 本 体 １ ０ を 、 単 独 な ら ば 扁 平 に 潰 れ て 折 れ て し ま う ほ ど の 湾
曲 度 ま で 曲 げ て も 、 円 断 面 形 状 の ま ま に 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 可 撓 管 １ の 許
容 湾 曲 度 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
発 明 者 の 実 験 に よ れ ば 、 上 掲 物 理 的 強 度 の 充 填 接 着 剤 を 用 い た 本 実 施 形 態 相 当 の 可 撓 管 の
場 合 、 曲 率 半 径 １ ０ ｍ ｍ 程 度 ま で 十 分 に 湾 曲 可 能 で あ っ た 。 こ れ に 対 し て 、 充 填 接 着 剤 と
し て 引 張 強 さ ４ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ 未 満 、 伸 び 率 １ ０ ０ ％ 超 、 引 張 弾 性 率 １ ０ ０ ０ ０ ｋ ｇ
ｆ ／ ｃ ｍ ２ 未 満 の も の を 用 い た 場 合 、 曲 率 半 径 ２ ０ ｍ ｍ 程 度 ま で 曲 げ る と 断 面 が 扁 平 化 し
て し ま っ た 。 ま た 、 引 張 強 さ １ ０ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ 超 、 伸 び 率 ２ ％ 未 満 、 引 張 弾 性 率 ５
０ ０ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ ２ 超 の 充 填 接 着 剤 を 用 い た 場 合 、 曲 率 半 径 ２ ０ ｍ ｍ 程 度 ま で 曲 げ る
と 座 屈 破 壊 し て し ま っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 の 形 態 を 採 用 可 能 で あ る 。
例 え ば 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 や 湾 曲 部 の 外 装 に も 適 用 で き る 。 カ テ ー テ ル の 挿 入 部
や 湾 曲 部 の 外 装 ま た は ル ー メ ン に も 適 用 で き る 。 医 療 用 内 視 鏡 ま た は カ テ ー テ ル の 外 装 と
し て 用 い る 場 合 に は 、 編 組 の 更 に 外 側 に 保 護 チ ュ ー ブ を 被 せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
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以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 管 本 体 を 、 単 独 な ら ば 扁 平 に 潰 れ て 折 れ て し ま う
ほ ど の 湾 曲 度 ま で 曲 げ て も 、 元 の 断 面 形 状 に 略 維 持 す る こ と が で き 、 可 撓 管 の 許 容 湾 曲 度
を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 可 撓 管 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 可 撓 管 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 可 撓 管
１ ０ 　 管 本 体
２ ０ 　 編 組
２ １ 　 帯 条 体
３ ０ 　 充 填 接 着 剤
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【 図 ２ 】
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